
2

本
市
の
農
業
を 

取
り
巻
く
状
況

　

本
市
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
農
家
の
高
齢
化
に
よ
る
担
い

手
不
足
や
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
、

人
口
減
少
や
嗜し
こ
う好
の
変
化
に
よ
る

農
産
物
の
地
元
消
費
量
の
減
少
、

鳥
獣
被
害
エ
リ
ア
の
拡
大
な
ど
、

農
業
収
入
の
減
少
、
営
農
意
欲
の

減
退
に
も
つ
な
が
る
深
刻
な
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
力

で
あ
る
水
稲
は
、
米
価
の
長
期
的

な
下
落
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
他
の
農
産
物
も
激
化
す
る
産

地
間
競
争
に
よ
っ
て
価
格
の
低
迷

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
他
に
誇
れ
る
豊
富

な
農
産
物
資
源
を
有
し
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
あ
り
、
こ
う
し
た
地

域
の
宝
を
う
ま
く
活
用
し
た
農
業

施
策
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と

な
り
ま
す
。
本
市
は
昨
年
十
二
月

に
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
食
文
化
部
門
へ
の
加
盟
が
認

定
さ
れ
た
ほ
か
、
今
年
イ
タ
リ
ア

で
開
催
さ
れ
る
２
０
１
５
ミ
ラ
ノ

国
際
博
覧
会
に
も
出
展
予
定
で
す
。

世
界
へ
向
け
た
「
食
」
の
Ｐ
Ｒ
に

よ
っ
て
「
農
」
も
広
く
発
信
で
き

る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
て
い
ま
す
。

「
つ
る
お
か
ア
グ
リ 

プ
ラ
ン
」
の
策
定

　

本
市
は
、
昨
年
三
月
に
「
鶴
岡

市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
（
平

成
三
十
年
度
ま
で
の
五
年
計
画
）」

を
策
定
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
し
て
各
種
施
策
を
展
開

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

中
で
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
は
、
環
境
保
全
型
農
業
や
農

商
工
観
連
携
、
六
次
産
業
化
、
地

産
地
消
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
な
ど
、
鶴
岡
ル
ネ
サ
ン

ス
宣
言
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
の

一
翼
を
担
う
も
の
と
改
め
て
位
置

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
総
合
計
画
の
農
業
分
野
の

実
行
計
画
と
し
て
、
今
年
三
月
に

「
鶴
岡
市
農
業
・
農
村
振
興
計
画

『
つ
る
お
か
ア
グ
リ
プ
ラ
ン
』
後

期
計
画
（
三
十
年
度
ま
で
の
四
年

計
画
）」
を
策
定
し
、
農
業
の
活

力
と
地
域
の
豊
か
さ
の
更
な
る
向

上
に
向
け
、
様
々
な
取
り
組
み
を

展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

地
元
消
費
者
の
皆
さ
ん 

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

こ
の
計
画
で
は
、
関
係
各
方
面

が
そ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、

本
市
の
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、

生
産
・
加
工
・
販
売
の
好
循
環
化

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

農
産
物
の
安
定
的
な
供
給
を
図
り
、

産
地
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
と

と
も
に
、
本
市
の
農
業
の
可
能
性

を
最
大
限
に
発
揮
し
、
所
得
の
向

上
と
将
来
も
安
心
し
て
農
業
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。
地
元
消
費
者

で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
鶴
岡

産
の
農
産
物
等
を
支
持
し
、
そ
の

良
さ
を
広
く
伝
え
る
取
り
組
み
に

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〝
鶴
岡
ら
し
い
農
業
〟の
創
生
へ

―
鶴
岡
市
農
業
・
農
村
振
興
計
画「
つ
る
お
か
ア
グ
リ
プ
ラ
ン
」後
期
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
―

　

本
市
で
は
、海
や
山
、平
野
や
中
山
間
地
域
な
ど
豊
か
な
環
境
の
中
、安
全
で
お
い
し
い
農
産
物
が
、

長
年
の
経
験
と
優
れ
た
生
産
技
術
を
有
す
る
生
産
者
の
手
に
よ
っ
て
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
育
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
、
米
価
の
長
期
的
な
低
迷
や
米
政
策
の
大
幅
な
見
直
し
な
ど
、
農
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
と
き
こ
そ
、
関
係

者
全
て
の
力
を
結
集
し
、
魅
力
あ
る
豊
富
な
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、
本
市
な
ら
で
は
の
農
業
政
策

を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。　
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生産・加工・販売の好循環
の下支えや支援に努めます

高い技術力や分析力を生かした
安定栽培技術の研究や、種々の
課題に対する学術的見地からの
指導・助言に努めます

よりよい営農環境を実現するた
め、農家や実需者等のニーズに
対応した営農支援に努めます

安全・安心で良質な農産物・農
産加工品等の生産に努めます

地元産農産物の利用や、円滑
な流通、販路拡大に努めます

本市の農産物や加工品を支持
するとともに、その良さの積
極的なＰＲに努めます

食品製造業者、流通・小売業者等

農家・生産者

「オール鶴岡」で
生産・加工・販売
の好循環の実現を
目指します！

農業者団体（ＪＡ、土地改良区等）

高等教育研究機関行政（農業委員会含む）

■各関係主体の役割

■基本テーマ

生産・加工・販売の好循環
の実現！ 販売

生産 加工

◇恵まれたポテンシャルを最大限に活用した農業の推進
◇「オール鶴岡※」で臨む推進体制と役割分担の明確化

■基本的な方向性

“鶴岡らしい農業”の創生
※「オール鶴岡」：恵まれた農業資源や農業を取り巻く環境をはじめ、生産者や農業者組織・団体、加工品製造業者、消費
　者（市民）、高等教育研究機関など本市の農業に関わる全ての関係者等、農業振興を図るための地域の総合力のこと。

鶴岡市農業・農村振興計画「つるおかアグリプラン」後期計画
（計画期間：平成27年度～30年度）

１．担い手の安定的な育成と確保

・認定農業者と意欲ある農業者の育成
・農業後継者の育成
・Ｕ・Ｉターン等の新規就農者の確保
・地域に合った営農形態の確立

２．優良農地確保と効率的土地利用

・農地の保全と優良農地の確保
・農地利用集積と作業集積の誘導
・耕作放棄地の再生と未然防止の強化

３．地域特性を生かした産地づくり

（１）売れる米づくりの推進
・需要を意識した米づくりとブランド化
・安全・安心・良食味米生産の推進
・低コスト・複合化による経営安定化
（２）土地利用型作物の安定生産
・地域の状況に適した生産の振興
・品質・収量の向上による経営安定化
（３）園芸の振興
・園芸産地の生産力向上
・特産農産物の競争力強化
・特色ある農産物による産地づくり

・降雪や異常気象等の自然環境を克服す
　る園芸産地の形成
（４）畜産の振興
・足腰の強い畜産の振興
・環境対策を考慮した畜産の振興
・家畜由来の病気の発生防止と発生時の
　緊急対応

４．中山間地域の振興

・地域資源を有効活用した生産振興と小
　ロット農産物の加工・販売拡大の促進
・耕作放棄地の拡大防止と解消
・有害鳥獣の被害防止対策への支援
・中山間地域の農業の維持と活性化

５．環境保全型農業の推進

・環境保全型農業（有機農業、特別栽培、
　減農薬の取り組み等）の全市的な推進
・有機性堆肥の安定的な確保と活用によ
　る土づくりの強化
・環境保全型農業を軸とした「鶴岡産農
　産物ブランド」の確立
・次代に向けた環境保全型農業の啓発と
　生物多様性の保全の推進

６．農業生産基盤の整備

・農業生産の効率化と安定化を図るため
　の農業生産基盤の整備促進
・災害発生の未然防止による農業生産の
　維持及び農業経営の安定
・多面的機能支払の推進

７．交流人口拡大と農山村の活性化

・農業・農村資源を生かした体験メニュ
　ーの掘り起こしとプログラム化
・事業の発展段階に応じた民間旅行業者
　等事業者との連携

８．農業の６次産業化の促進

・農業の６次産業化に取り組みやすい環
　境整備
・農商工観連携の強化

９．地産地消の推進

・地域農業への理解の促進
・鶴岡産農産物の地元消費拡大
・学校給食への地元農産物利用促進

■分野別振興方策の概要

「つるおかアグリプラン」は市HPからダウンロードすることができます

消費者（市民等）


